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N◎何5

引水

ふだん私たちが

なにげなく使って

いることばのなか

に水にちなんだ

もので井戸のな

かの蛙とか覆

水盆に帰らずあ

るいは}童帯水

だとか背水の陣だとかいうのがある.ここ

にいう我田引水というのもその一つにほかなら

ない.

ひでりがつづいて百姓がみな水の奪い合いして

いるときに自分の持ち田だけには少しでも余計

に水を引き込もうと工作し他人の立場や利益を

全然あたまにおかない行為それを表徴するのが

この我田引水というごとぱである.

古来水にめぐまれ水にしたしむ機会が多か

ったわが日本民族はにごることのないいずみの

水を飲珍いで湯に浸り水稲をつちかい女性

は澄んだ軟かな水で化粧し男性はごれまた美酒

をつくるに余念姉なかった.そうしてごのとよ

あしはらのみずほの国では長い時間のあいだに

たしかに水はだいじなものであるρだがそのだ

いじきが次第に民族のあたまのなかからうすれて

いくという結果を招くようになったというのであ

る.つまり水は当然に与先られるもの土地を

もてぱあるいは水田をつくれば水は当然に手

に入るものという考えかたがひろまったのである.

つまり水については物理的価値を是認しながらも

経済的価値についてはきわめて低くしか評価しな

いかあるいは全くただのものとさえ思っている

(写真1吻ットとも)くらた1のぶお

そういう考克かたが水蘭に水はつ謹亀のそし

てその水は土地とともに為らがものというごと

を長い間に講略彼もが知らず知らずのうちに承認

しあったか唱ごうにしてし繁りたのだ&い噌てよ

いだろう｡

こうした水に対する民族感覚は…･ごのいまの

水不足の世の中になるとずいぶんこまりものだが

なにせあぶないことが誰にもわかつていても

大事故が2回3回くり返きれなげれぱ踏珍切り

が容易には改善きれないのにも似て徹底的な

寡雨ひでり渇水でも見舞わない限り簡単には

なおせそうはないしかも幸か不幸か目照りは2

ヵ月とつづかないし寡雨の年の翌年は豊水の年

が回づてくるといつた風にときときに水の話題

はジャ庫ナリズムにのせられるが人のうわきも

七十五目のたとえの通り通算75圓をいでずし

てたいていもとのもくあ珍になつてしまう.

岩石や地層のくみ合わきりかたがきわめて複雑

で地形が急峻なわが国が水にめぐまれていると

いうことはとりもなおさず雨が多いというご

とであろう.地形が急峻でおまけに土地がせ

まいときているから水の貯溜は恩うにまかせない

しダムをりくつてもアメリカ合衆国のように30

年先に満杯になるというような悠長なものではあ

りえない.その上流れ込んで底にたまる土砂

の量もおびただしい.しかしひどく地理的にか

たよつて水を求める場合は別としてふつうは結

構充分に降る雨だけで水の需要に応じられる.

慈雨なんていうのはわが国ではあてはまらない.

長い長い数ヵ月のひでりのつづく大陸にあつては�
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じめて慈雨はその真の価値が見出き机るので

ある.

もっとも選挙とかそのほか特定の目的がある

場合には75目できえてしまう･水の話題もシャ

}ナリズムに断続的に取り上げられていく傾向が

ある.

地方地方の水争い…･たいてい我田引水の

原則になかば支配されて生0るのであるが…･や

最近では工場の深井戸揚水による掘抜井戸の補償

問題あるいは工場やし尿の廃水が川を汚したり

魚を浮き上がらせたりするというごとなどが県

や市町村の選挙にからんでにぎにぎしく報導され

るし東京の水道なども'62年の春以来小河内

の貯水量が6,000万トンを下回ったとか上回った

とかえらくひんぱんに記事となっている.たぶ

んオリンピックが終るまでは都民に節水をうっ

たえる意図もあって配水管の途中で漏水してし

まう水量とおつつかつつの村山系の貯水童の消

長が報導しつづけられるに違いない.

きて余談はしばらくおいてわが国はそのおい

たちから水稲つまり米づくりで生きてきたし

俵は紙や麻の袋にかわったけれどこれから先も

当分米食の生活をつづけていかなければなるまい.

300万ヘクタ}ルに余る米づくりの揚水田は南

北に長いわが国の津寿浦々にひろがっていてわ

が国全体の面積の13%をしめる沖積地の大部分に

水田がつくられるようになっており浅い海岸や

湖沼をうめたてその版図をひろげることもきか

んに行なわれている.この水田は300ヘクタ的

ル当り毎秒1トンの水を必要としそれだけの水

をポンプなど使わずに子やすくえるために川や

池から水が自然に流れ込めるような低い土地

低い土地をねらって水田がひろげられている.

もともとそのむかし出づくりのはじめのころは

天水のみにたより次いではその不足を補うため

に川から水を引き上等の池に天水を貯えて稲を

育てた.ところが何年かの周期でくる寡雨の隼

がめぐりくるとせっかく広げた川や池の水は不

足し予定の稲作ができないのでやむをえずき

らに水を引き込みやすく口をひらき池を広げ

さらに地下に井をうがって不足の水を補うた.

窺雨の年が去り再び豊水の年がめぐってくると

今度は水の施設に余ゆうができそのできた余ゆ

うを少しでも有効に使おうと新田の開拓を行な

う.新田は古田よりより多くの水をの診何年

か後の寡両年にはきらに輸をかけて水源の拡張を

要求する.そして多雨の年には拡張した水源が

新々国を開拓きせる･…という風にして水田は

そこの沖積平野にひろがり平野の堆積物をもた

らした河川の初夏における流量が一杯に使われ

るようにまでなった.

上流から下流に内かつて水田が増乏水は古田

から新田に順々におろきれてあてがわれる.だ

からその取水に当りては上流側優先の原則が

守られてもきたというわけである.

そして深刻な問題はひでりの年にやってく

る.多雨の年に川一杯の水で養われている水田

は渇水の奉にはその何割かの水国に供給する水が

うみだせない.ながい間の習慣で取水のとり決�
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めはいろんなかたちで行なわれているがどれだ

け水を減らしても稲が育つかというよう扱ことは

考完ていない.毎年のように水をかけ流すこと

しか念頭にない･…そのようにあたまができてい

る人たちには下流あるいは新田に同じよう

1こ水の流れてくるごとをまちあぐねている人たち

がいることをまともには考えない.とれるだけ

とるだから供給される絶対量が不足すれば上流

あるいは古田の一部だけで水は吸いとら机下に

は流れていかない､前半において我田引水

とはまきしくごのことをいっているのである.

下流や新田の人たちは一滴の水でもえようとけ

ん命に奔走する.石でせ巻あるいは水みちを

つげ水ぐちに近い方に積極的に攻撃彰しかける

流血の惨をみるはげしい水華いがしぱしぱ生じる.

こうして彼らの我田引水は後半に箆劣てわが囲

に水を売るために一家一族をあげ崔命登かけて

斗うというわけなのである刊つ漢りそごでは他

人をけおとしてもおれのとくに書免なれば…･

という徹底したム岬かが描書だ著れ茜ヨ水源県

ではあるが水源に近いがゆ免に婁と謹繊て水量

の乏にくい長野県や低湿地にありながら法流

のため水のとれなくなる海岸地帯や川の規模の割

り合いは平坦部の圃積の広い千葉県や量重県なξ

ではちょっとした渇水年には我田引水の本

性が赤裸考に発揮されるのがならわしである.

�壗�

私たちは地質の調査や研究という仕事の関

係からしょつちゅう水田の中を歩くように宿命

づけられている.水国のあぜ道にはたいてい豆

科植物が植わっているがこれを踏み働きずに幅

20c㎜足らずのあぜの上を歩くにはちょっとし

た技術が必要である.軽い運動ぐつや地下たび

ならまだしも馬鹿の大あしで11文の皮ぐつをは

の叩

いていたりするとうっかりして法面をぶ教はず

した拍子にまだつき立てで水々しいあぜ道をく

ずしてしまったりする.

真夏のころのあ畦道はまた蛙やまむしの絶

好のひるね場でもある.禾本科の雑草のかげに

とぐろをまいていたり水国の表面に銀箭となっ

てつ?ぱしるのにしょつちゅう遭遇する.秋の

はじめのごろまむしのいそうな山田のあぜ道で

むろん1列縦隊で歩いているときまむしは前か

ら2人目にとびかかるというはなしをしながら

ふと気がつくと自分がその娑大冒なのでごれは

いかん何とか認人目か逸人目にもぐゆ込もうと

ありもし扱い露頭奮探しに遺草をくりた強みる

必要もない地團をし蓄切をみりめ器風をしたりす

るがせ繁い諺ぜ遺てはい繊ごうにらちがあかな

いというよ易なこと亀海僚た｡

農林省にいたごろにはよくため池の予定地点

や漏水調養に引拶ぱゆだ港杓た､たいてい問題

になるよ弓砥ため地はひらけたとごろから山や

丘陵の間の谷ぞいにかなり奥深いところに多い.

覆行で着いて出迎定の水利組合や開拓組合(14～

15年前の)の人たちに案内されて早速現地に向か

う.たいてい間もなく公道から林道があぜ道に

入り我田引水氏のはなしをきかきれながらと

っとと歩1かされる.歩くには自信が奉るが夜�
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行で寝不足でおまげに車内で駅弁ですませた朝

食のあと生理的欲求もじゅうぶんみたしてない

ところへもつてきてI9時半10時ともなると夏

の太陽は照り輝いて…･やがてひたいからあぶら

汗が流れだす.

我国引水氏はまず自分の庭といってもよいとこ

ろだからいろんな野良のはなしをしな淋らとっ

とと歩いていく.もう一つ奥のダムもみで住わ

せいま刷り谷向うにとなりの部落のため池があ

ってむかし弘法大師が何したとかこうしたとかい

うからちょっと穿って住わせとまこと強制的我

国引水法によってこの私という農林省の地質調

査係官をひっぱり回すのである.

腹もへるのどもかわく時計をみれぱすでに

11時半しもの部落長のうちで組合の一同が集ま

ってご意見をうかがう準備をしているので･…つ

まり昼食はそこで差上げるからそれまでがまんし

て住わせという意味を言外に含めて･…もう少

しあと少しと山田のあぜ道を歩かせられる.

部落長のうちでは午後1時に集まるはずのみな

の衆が1時半2時3時半になってもまだしば

らくというわけでぐ一つぐμつと腹のなるの

を我慢して開会をまつつらき.なんでこんな因

果な職業にたつ書わりたものかとζのと書ぼか

りはわれながら悲しく思う.午後3時ようや

くにして開会腹のむしを殺して視察結果の報告

･そしてやっとこきでまあ一杯やって住わせ

と何時間ぶりでの苦行からの解放.

1948年ごろから地下水や地質の調査に電気探査

が使われるようになった.もともと電気探査は

地表から一定の電流を地下に流してそのつ1たわ

りにくさで地盤の性質を探知推定するのである

から地下とくに電極のりききさる地表近くに

じゅうぶんな水分が含ま牝ていることがのぞまし

い.そうした点から水田地帯は絶好の条件をも

っているところ相といえるしそれに水田地帯

つま強蹄積偶地なら電気擦査や地麗擦奄の前提と

なる地盤の薦構艦がもめた山地や不機則紀岩石

の組み倉わ曹讐てい菌とごろよりよ塗理想に近

く単調にな劣でいることが多いのでわが国では

電気擦薮をや機て一番やりよいとごろとい走る.

も傍と亀鱈～亨月ごろの満禽あ氷をただ史てい

るころには流した電流が流れやすい表面⑳氷

を伝搬ていづてし蛮うので逆にありかいにくい

測定記録洲とれるごともあ騒がこの逆に晩秋稲

を刈ゆと蟻た後の囲薗はあ唖道だけに限らすと

鰯

鰯

鞘鰯ヨ､�
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ごでも自由に歩けるし駄電気探査の側線がのばせ

るのでとりわけやりよい時期である.1だから

地下水などを調べる電気探査は獺刈りの商と･つ

妄り亙O月かu月そして正月に井戸を設計して船

い亡実際に掘るのは水位の一番低い厳冬期の驚月

になるように計画するのが一等賢明なやゆ方だと

いうことができる.

もっともそ机ば水位が掘きくの能率に関係して

くる浅井戸の場合であるが一方電気探査は深井

戸の掘きく地点の選定のためにもずいぶん竃窒が

られている｡牧にぶん数且O万円100万近い資

金を投じなくても地下水の有無深書がわか器と

いう便利な器械であ器という風に電気擦査が紹

介された関係もあり52～53年ごろからしぱらく

の間は至るところの開拓地や水利組合が畑かんが

いをしたりあるいは表面は畑かんがいにかこつ

けて実際には水田を新しく開くためにその水源

を地下水に求めて･…地表水では水利権で使走る

水がないので…･きく井を計画した｡

そして電気探査を専門の係官にやってもらって

1測点1測点…･つまり自分の畑ではいくらいく

らという風に砂利の深さと厚さそしてそれから

とれる水量を日量何千眉(メいトル法改正前に

とくに農村ではすべて水何石という扱いをしてい

た5.5石が約1m3)というように出してもらって

それを係官のA博士のおす珍つきといったあんば

いに後生だいじにかかえ込みやがて組合や県の

補助金をえてきく井を試珍るように仕向けたと

いうわけである.

掘書く著れ近いものは数獅とほほなれずそ牝

がお互いに用水期には鳩馬力5馬力などで揚水

し著すかの地下水脈もすうつと細まってしま

う･…というのがフィクシ鐵ンで校く実際にあク

たお話なのである由{

我国引水は真冬のたんぽでも楓強く引きつが牝

ている.ふりう纂作菱をうえるつ漢り二毛作

地帯では冬拳は水蘭の水位を引密書げるのにげ

ん命だがそうでないとごろでは冬の間ずつと田

面に水をはったまま遊ばせている.中甲地方で

は春田といっているが排水しにくい湿固地

帯に限らず水のえにくいとごろで翌年の田植

えの水を準備して冬の間から張ってまっていると

ころが少なくない.稲作のうち一番やっかいな

仕事である除草には水を落したり張ったりレなげ

れぱならないのだがいつ水がもらえるかわから

ない不安なたんぽでは1年中水はもたしていなげ

ればならない.しかもできるだげ深い水深でじ

ゅうぶんに水をためているごとを長い間の習慣に

しているところが少なくないのである.

電気探査の11測点ごとに開発できる地下水の

量が算定されるはずのものではないのであるが

そごはそご近代科学と農民頭脳との間のアンバ

ランスそしてそれをとりもつものは電気探査へ

の過信とそしてもう一つ∵標題通りの我田引氷の

思想とでありその結果は田畑一筆ごとに井戸が

さしあたり我田引水冬のたたかいといウ

たとごろであるが私たちは木枯らし吹く真冬の

たんぼを歩いてつくづくと感じきせられるのが

実は｢稲作り｣の水に対する執念の深さなのであ

る.一(筆者は地質部長)

(次回は地下を探る科学者たち)�




